
千葉農総研研報（Bull､ChibaAgric,ResCent.）３：129-134（2004）

パセリー「ＵＳパラマウント地元選抜系統」の採種株の選抜方法

河名利幸・駒塚富男
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千葉県におけるパセリー栽培の作型には、安房地域を

中心とした冬春どり、海匝地域を中心とした冬春どり、

夏どりがあり、現在では約144hａ（千葉県、2003）で栽

培されている。安房地域での栽培は約80年前から行わ

れ、露地栽培から小型トンネル栽培に変わり、その後、

疫病、炭痕病等の発生により雨除け栽培(植松ら、1991）

が主流となり、現在は無加温のハウス栽培がほとんどで

ある。

用いられている品種は、海匝地域では「グランドパセ

リー」（日東農産）が主体で、この品種は葉色が濃く形

質も揃っているものの、厳寒期の収量性が低いといった

特徴を持っている。一方、安房地域では、地元生産者の

育種家が「ＵＳパラマウント」から選抜した系統が利用さ

れている（安房農業改良普及所、1994)。この系統は、

「ＵＳパラマウント」より形質の揃いも良く、収量性も良

好であったが、安房地域の全隼産者に供給することは不

可能であった。そのため、全牛産者に良質な種子を安定

して供給することを目的に、1996年に採種組合が組織さ

れ、採種事業を開始した。しかし、採種組合には採種経

験者は少なく、それまでの優れた採種技術も採種者個人

の経験によるところが大きく、その技術は普遍化された

ものではなかった。その結果、採種された系統は形質の

揃いがやや劣り、育種家が選抜した系統の安定した良好

な形質とは異なり、課題となっていた。

セリ科野菜､特にニンジンでは､採種あるいは育種は集

団選抜法により行われ､それが改良されていった(勝又、

1957;伊藤､1988)｡さらに育種技術も1945年から始まっ

た雄性不稔に関する研究の確立により、1970年代以降は

F1品種の育種が主流となっている｡一方､同じセリ科で

あるパセリーに関しては採種や育種に関する知見がほと

んどなく、またニンジンなど収種物である根部が主に選
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抜の対象となるものと異なり､対象となる葉を長期間収

穫するなかで選抜が必要になるなど､特殊な要素も持っ

ている｡パセリーの採種においては､国内のいくつかの主

要な産地で､独自に自家採種が行われ､各産地がそれぞれ

独自の品種又は系統を保有しているのが現状である。

そこで、安房地域の栽培に適した、葉色の濃い、カー

ルの強い、厳寒期にも収量性の高い「ＵＳパラマウント」

から選抜された系統を確保するための採種株の選抜方法

を確立した。

本研究の実施に当たり、パセリー採種組合の方々より

貴重な種子を提供していただいた。また、とりまとめに

当たっては、千葉県農業総合研究センター野菜研究室長

の宇田川雄二博士に御校閲を賜った。ここに記して深く

感謝の意を表する。

Ⅱ材料及び方法

試験は、1999年から2002年に、千葉県暖地園芸試験場

（現千葉県農業総合研究センター暖地園芸研究所）内

の無加温ハウス内で行った。供試品種は、「ＵＳパラマウ

ント」を当地域の生産者が選抜した「ＵＳパラマウント地

元選抜系統（以下、地元選抜系統とする)｣、1998年１月

13日及び４月７日に「地元選抜系統」の504株の中から

葉が大きく、葉色が比較的濃く、カールが強いなど葉の

形質が良好と筆者が判断した21株を選抜し採種した「暖

地選抜Ｈ10系統｣、2000年２月16日及び４月７日に「暖

地選抜Ｈ10系統」の1,248株の中から葉の大きさ、葉色、

カールの強さが良好と判断された39株を選抜し採種し

た「暖地選抜Ｈ12系統｣、及び「暖地選抜Ｈ10系統」の

1,248株の中から選抜の時期と選抜時の形質を異にして

選抜した６系統とした。播種は、培養土にげんきくん果

菜200（コープケミカル）を用い、発泡スチロール製角

78穴セルトレイに行った。定植は、株間25ｃｍ，条間

30ｃｍの２条植えとした。本圃の基肥は、窒素、リン酸、

加里でそれぞれ10a当たり成分量を３０，２４，２６kgとし、

追肥は適宜行った。厳寒期にはパスライトを用い、夜間
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2000年２月16日及び４月７日に1,248株から採種株を選

抜して採種した６系統とした。この６系統の選抜時期及

び選抜時の葉の形質を第１表に示した。これらを2001

年６月29日に播種し、８月６日に定植した。１０月３１日

より翌年３月２７日まで、２週間間隔で収穫した。

収量はｌ区28株の２反復で調査した。葉の形質は、１

月22日の厳寒期、３月20日の温暖期に収穫したものにつ

いて、各区の上物、下物からそれぞれ無作為に10葉選び、

葉の大きさ、葉柄長、カールの強さ及び葉色を調査した。

のみ二重被覆を行った。収種は、展開葉が約10葉残る程

度に行った。

葉の形質調査において､葉の大きさは､子葉又は本葉の

葉身長､葉身幅を測定し､葉長×葉幅×0.5とし､葉形比は

葉幅/葉長とした｡葉のカールの強さは､葉縁が225°以上

反転しているものを5,135～180．反転しているものを

３，反転が90.以下のものをｌとし、５段階に分類した。

葉色は､調査対象葉のうち､最も濃いものを５､最も淡い

ものをｌとし、５段階に分類した｡収量調査においては、

葉柄長10ｃｍ未満のもの､カールが著しく弱いもの又は強

いもの､葉密度が著しく粗いものなど､形質の劣るものを

下物とし､出荷可能なものを上物と分類した｡得られた調

査結果のうち､葉のカールの強さ､葉色の結果については

数値をアークサイン変換し統計処理をした。

試験３．採種株の選抜が収量に及ぼす影響

供試品種は、1999年には「地元選抜系統」及び「暖地

選抜Ｈ10系統」とし、2001年には「暖地選抜Ｈ10系統」

及び「暖地選抜Ｈ12系統」とした。

1999年は、６月２１日に播種、８月５日に定植、１１月４

日より翌年３月15日まで３週間間隔で収穫した。２００１

年は、６月26日に播種、８月６日に定植、１０月３１日から

３月２７日まで２週間間隔で収穫した。収量はｌ区40株

の２反復で調査した。

試験１．生育期間中の葉の形質変化

供試品種は「暖地選抜Ｈ12系統」とし、生育期間中の

葉の形質変化を調査した。調査に用いた株は、2001年６

月26日に播種し、８月６日に定植した。１０月３１日より

翌年３月27日まで２週間間隔で収種した。

調査には、全期間を通じ111株の同一株を用い、調査

日及び調査葉、調査項目は次のとおりとした。７月１７日

に、子葉の大きさ、葉形比を算出した。９月５日に、最

終間引き直前の本葉第５葉の大きさを算出し、葉のカー

ルの強さを調査した。１１月13日に、収種葉のうちで最下

位葉について、９月５日の調査項目に加え、葉柄長を調

査した。１月29日に、収種葉のうちで最下位葉について、

11月13日の調査項目に加え、葉色を調査した。３月２０

日に、収種葉のうちで最下位葉について、１月29日と同

一の項目を調査した。

Ⅲ結 果

試験１．生育期間中の葉の形質変化

７月の子葉と、９月及び収穫期間の11月、１月、３月

の葉の形質との相関関係を第２表に示した。７月と９月

以降との間には、全く相関が認められなかった。

９月と収種期間の11月、１月、３月のそれぞれの時期

間での葉の形質の相関関係を第３表に示した。９月の葉

の大きさと11月、１月、３月のそれぞれの葉の大きさ、

９月のカールの強さと11月、１月、３月のそれぞれのカ

ールの強さとの間には他の形質間と比較してやや強い正

の相関が認められた。

１１月の葉の形質においても９月の場合と同様であり、

葉の大きさ以外の形質における11月と１月あるいは３

月との相関では、３月が１月より弱まる傾向であった。

しかし、１１月の葉の大きさと１月、３月の葉の大きさと

の相関係数は、それぞれ0.202,0.447となり、３月との

相関が１月より強くなった。

１月と３月との葉の形質の間には、葉の大きさあるい

はカールの強さにおいてそれぞれ0.590,0.487と、他の

時期と比較してやや強い相関があったが、１月の葉の大

きさと１月のカールの強さ、１月のカールの強さと３月

の葉の大きさの間には、それぞれ0.065,-0.088と相関が

認められなくなった。

１月のカールの強さと１月あるいは３月の葉の大きさ

との関係以外では、いずれの時期間においても、カール

試験２．採種株選抜の時期と選抜時の形質を異にした

パセリーの収量及び品質

供試品種は、「暖地選抜Ｈ10系統」を1999年に栽培し、

第１表選抜の時期及び選抜時の形質を異にしたパセリー系統の

選抜時の葉の各形質の評価（2001年）
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注）炎中の記号は、梁の形質について下記のことを示す。

◎：葉が、特に大きい、特に濃い、特に強いと判断されたもの

○：業が、大きい、濃い、強いと判断されたもの

△：◎や○とは判断されなかつたもの

葉の形質が特に劣ると判断されたものは、採郁株として避抜しなかった。
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試験２．採種株選抜の時期と選抜時の形質を異にした

パセリーの収量及び品質

採種株選抜の時期と選抜時の形質を異にして選抜した

系統の収種全期間及び１，２月の厳寒期における株当た

り収量を第４表に示した。

収種全期間における総収量は、２，４月区が全重7479／

株で多く、葉色区が全重6269/株で少なかった。ｌ本重

は、２，４月区が21.09/本で重く、葉色区が17.49/本で軽

かった。株当たり本数は選抜時期又は形質間で差がなか

った。上物収量は、カール区が本数28.8本/株、全重

6199/株と多く、葉色区が本数19.6本/株、全重4139/株

と本数、全重とも少なかった。しかし、ｌ本重は選抜時

期又は選抜時の形質間で差がなかった。１、２月の厳寒

期における総収量は、２，４月区が本数11.4本/株であっ

たが、全重2249/株と重く、４月区が本数11.5本/株、全重

1999/株と少なかった。１本重も、２、４月区が19.79/本

５
６
４
２
０
６

●
●
●
印
●
●

５
５
７
５
６
６

３
３
３
３
３
３



上物収戯

様に重かったが、他区との差はなかった。しかし、反復

間差が大きく各区間に有意差は認められなかった。

採種株選抜の時期と選抜時の形質を異にして選抜した

系統の１月22日の厳寒期及び３月20日の温暖期の上物

及び下物の葉の形質について第５表に示した。

厳寒期の葉の大きさは、２，４月区が最も大きくなり、

各区とも下物では上物より小さかった。葉柄長は選抜時

期又は形質間で区間差がなく、上物が下物より長かった。

カールの強さは、上物では２月区、生育区で弱く、下物

では生育区で有意に弱かった。葉色は、上物では４月区

で濃く、２月区で淡く、下物では、上物と同様に葉色区

で濃く、生育区で淡く、有意な差であった。

温暖期の葉の大きさは、上物、下物とも厳寒期より大

きくなり、上物では生育区で大きく、２月区で小さかっ

たが、有意な差ではなかった。葉柄長は、各区とも上物

で厳寒期より長くなったが、下物では厳寒期と変わらな

かった。カールの強さは、上物では葉色区で強く、４月

区、生育区で弱く、有意な差が認められた。下物でも同

様の傾向であったが、有意な差は認められなかった。葉

色は、上物では葉色区で濃く、２，４月区、生育区で淡

かったが、有意な差ではなかった。しかし、下物では葉

色区で濃く、生育区、２月区で淡くなり、有意な差が認

められた。

第５表選抜の時期及び選抜時の形質を異にしたパセリー

系統の厳寒期及び温暖期の葉の形質（2001年）

総収吐

調査

時期

(月／日）

収種葉の

葉の大きさ

分顛（cm2）

3盤紫色
選抜時期

又は

形質

葉柄長

（c､）

収穫

期間

２，４月１３９

２月１０７

鵠上物|％
葉色113

カール１１７

２，４月１０３

２月ｌＯＯ

ｉＭド物,:§
葉色 ９ ６

カール８７

1１．５

１１．０

１１．５

１１．３

１１．７

１２．０

９．２

８．４

８．９

８．４

９．８

９．５

宮
ｂ
－
ａ
ａ
ａ
ｂ
ａ
ａ

３
６
３
８
４
３
－
３
９
３
２
６
４

４
３
４
３
４
４
－
４
３
４
３
４
４

ｂ
ｂ
ｂ
－

ａ
ｂ
ａ
ａ
ａ
ａ
－

０
７
４
９
５
０
－
７
９
４
６
５
２

●
●
●
●
●
●
一
●
●
●
●
●
●

３
２
３
２
３
３
』
２
２
３
２
３
３

厳寒期

（１／22）

l本重

２，４月１５８

２月１３７

認上物|:：
葉色１４６

カール１５６

２，４月１２９

２月１４５

緋ド物|淵
葉色１２５

カール１１８

４．４ａｂ

４．３ａｂ

４．３ａｂ

３．９ｂ

４．８ａ

４．５ａｂ

４．３

４．１

４．３

３．８

４．８

４．６

一
ｂ
ｂ
ｂ

－
ａ
ｂ
ａ
ｂ
ａ
ａ

７
０
１
９
６
５
－
１
７
９
５
８
１

●
●
●
■
●
●
一
●
●
●
●
●
号

２
３
３
２
３
３
－
３
２
２
２
３
３

1３．０

１４．２

１３．３

１４．８

１２．７

１５．２

９．１

１０．０

８．６

９．２

８．９

９．６

温暖期

(３／20）

全重

注ｌ）カールの強さ及び梁色は、得られた数航を変抄 検定を行った。し

２）異なる英'１，文字間には、５％レベルでｲ『意な差(Ryan法)があ

ることを示す。

３）紫の大きさは、集及×飛報×0.5で示した。

４）カールの強さは、集縁の反蛎の懸度により強い～弱いの５段階

に分頑した。

５）集色は、紫典の紫色により濃い～淡いの５段階に分領した。

試験３．採種株の選抜が収量に及ぼす影響

採種株の選抜の総収量及び上物収量に対する効果を第

６表に示した。

1999年の収種全期間の総収量では、ｌ本重が「地元選

抜系統」の14.49/本に対し「暖地選抜Ｈ10系統」は18.59／

本と28％増となった。全重も42％増加し、本数も多くな

ったが､有意な差ではなかった。上物収量では、「地元選

抜系統」に対し「暖地選抜Ｈ10系統」は、本数で28％、

ｌ本重で22％、全重では56％増加し、それぞれに有意な

差が認められた。2001年の収種全期間の総収量でも、

「暖地選抜Ｈ10系統」に対し「暖地選抜Ｈ12系統」は、

ｌ本重が22％増加しこれにより全重で24％増加した。

しかし、本数には差がなかった。上物収量では、本数で

８％、ｌ本重で17％増加し、全重では26％の増加となっ

第６表採種株の選抜が収穫全期間及び１、２月の厳寒期の総収量及び上物収獄に及ぼす効果（1999年、2001年）

本数

千葉県農業総合研究センター研究報告第３号（2004）

（）内の数値は、それぞれ選抜前の系統（上段）の数値を１００とした場合の値を示す。

「暖地選抜1110系統」は、「地元選抜系統」より選抜した系統で、「媛地選抜H12系統」はさらに

｢暖地選抜HlO系統」より選抜した系統である。

鋤
謎
年

2）

3）

1３２

１ ９１５．９１０８１８．３ ｂ

L２月の!"９年'1幾繍鴇慨(１１５)，"(138)躯(122）？β(132）172(159）２２川21)。
繍赫震繍鰯.濡耐~蕊扇Ｗ耐~~需簡~~~鳶満~誘脇.‐

１６．２

注l）異なる英小文字間には、５％レベルで有‘出な差(Ryan法)があることを示す。

(本／株）（ｇ／株）（ｇ/本）

本数 全重

ｂ１６．５ｂ

収穫!，"年総諦鶏謡(UO)‘23(142)瀧(128)洲:;U28)｡,78(156)｡'０川22)。
全期間．-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------‐

両脇2001年織鰯鰯耀(１０２)霊:(124)塁;(121）諾:(108）鼎(126）雛(117）

l本重供試系統

(ｇ／本）(本／株）（ｇ／株）
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たが、いずれの結果も有意な差ではなかった。

１，２月の厳寒期の収量では、1999年の上物で１本重

が21％増加し選抜により有意に重くなった。しかし、総

収量で全重及び１本重の増加が、上物収量で全重の増加

が認められるものの、有意な差ではなかった。ただし、

両年とも、１本重の増加率は収穫全期間の場合と同程度

かやや低く、総収量及び上物収量の本数の増加率が収種

全期間の場合より高かった。

Ⅳ考 察

生育期間中の葉の形質変化については、本葉５葉目展

開以降の一定量生育が進んだ段階では、葉の大きさやカ

ールの強さなど、初期のそれぞれの形質が生育期間中保

持されるが、生育ステージが進むほどバラツキが大きく

なり、相関が弱くなる傾向が認められた。また、採種株

選抜の時期とその際の形質において、カールの強さや葉

色で異なる選抜をした場合には、次世代でも選抜株と同

様の形質を発現することが明らかとなった。しかし、選

抜の際の形質が同じでも、厳寒期のみの選抜ではカール

の強さや葉色が劣化したり揃いが悪くなる、また、温暖

期のみの選抜では全期間を通じて葉が小型化するなど、

異なる発現をし、その結果、一時期の選抜では、次世代

の形質や収量性が劣化するなどの影響を及ぼすことが明

らかとなった。このことは、厳寒期には生育が抑制され

葉が小型化すると同時にカールが強くなりやすく、逆に

温暖期には生育が促進され葉が大型化する傾向があるた

め、個体間差が小さくなり、個体の持つ本来の形質が適

切に把握できなくなる可能性が高いと考えられた。

採種株の選抜が収量に及ぼす影響について、厳寒期を

含む全収種期間でｌ本重が増加することが明らかとなっ

た。これにより、全重が増加し収量性が向上した。特に、

葉柄長が短くなる厳寒期においてｌ本重が増加すること

は、葉が大型化することで葉柄長の短い下物の発生が抑

制され上物収量の向上が図られると考えられた。ただし、

第１回の選抜では総収量におけるｌ本重、上物収量にお

ける全重、１本重の増加に有意差が認められたが、第２

回の選抜では有意差が認められなかったこと、また採種

株選抜の時期と選抜時の形質を異にした場合の収量及び

葉の大きさにおいても有意差が認められなかったことか

ら、葉の大きさやそれに伴う収量に対する選抜の効果は、

選抜をさらにすすめることで徐々に小さくなることが考

えられた。

1３３

千葉県安房地域のパセリーは無暖房のハウス栽培が主

流であり、初冬から４月の抽台までが収種期となる。特

に厳寒期における収量性の確保が求められると同時に、

初冬、あるいは３，４月の温暖な時期においてもカール

の強さや葉色において厳寒期と同じ品質が要求される。

そのため、採種株の選抜は、目標とする葉の形質あるい

は収量性を得たい時期に行う必要があると考えられた。

したがって、採種株の選抜は、収種開始後、１２月頃まで

に第１回の選抜を実施し求める形質の個体を残す。厳寒

期に第２回を行い、最初の選抜時に選んだ優良個体の中

から次の選抜を実施する。第３回を温暖期に行い、さら

に優良個体を絞り込む方法によって、最終的には収種期

間中、常に目標とする良形質を保持する個体を選抜する

ことが重要であると考えられた。

Ｖ摘要

パセリー「ＵＳパラマウント地元選抜系統」の採種株の

選抜方法を確立するため、葉の形質の経時的な変化を調

査し、選抜の対象とすべき形質と選抜時期を検討した。

その結果は、以下のとおりであった。

’・採種株の選抜は、生育時期により葉の形質変化が大

きいため、厳寒期、温暖期を含め２回以上の時期に実

施する必要があった。

２．選抜に当たっては、葉の大きさ、カール、葉色の形

質が次世代まで保持されるため、求める全ての形質を

選抜の対象とする。
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